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１．木
き

山
やま

口
ぐち

町
まち

まちづくり協議会
木山口町は、長崎街道沿いの町場として、江戸時代以来長く多くの人々が集まり、にぎわいを見せたところ

です。昭和期からは毎年12月に「きやまの市」が開催され、子どもたちの楽しい娯楽の場にもなってきました。
現在、街道沿いには、造り酒屋や製薬会社などの歴史的建造物が点在します。また、酒造りや製薬といっ

た伝統的な産業も受け継がれています。これらが一体となって歴史的風致が形成されています。
私たちは、長崎街道を地域の財産として共有し、木山口町の歴史的風致に誇りをもち、末永く住みよく、憩

えるまちとする各種事業（以下①～⑥参照）を協議・検討するため、「木山口まちづくり協議会（以下、協議

会）」を設立しました。

（１）協議会の概要
協議会の概要をご紹介します。（※『木山口町まちづくり協議会規約（以下、規約）』より）

１）会員（規約第３条関係）

協議会は、木山口町に関係する者を会員とする。その他は申し出に対して、協議会での決定をもって会
員とする。

２）事業（規約第５条関係）

協議会は、次の事業を行う。
　①木山口町の魅力を創出し、まちづくりを行う上で必要となる諸事案の検討
　②歴史まちづくりに関する勉強会
　③まちづくりニュースの作成など活動内容の広報
　④歴史的まちなみを維持形成するための地区ルールの検討
　⑤住宅等の修理・修景基準の検討

　⑥その他、歴史的風致の維持向上に関する事業

３）役員の任期（規約第６条関係）

役員の任期は、２年とする。ただし補欠として選任された役員の任期は、前任者の残任期間とす
る。

資料　にぎわう木山口町の様子 昭和25年(1950)
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２．長崎街道と木山口町の概要
木山口町は、長崎街道沿いに成立した歴史あるまちです。その成り立ちをご紹介します。

（１）長崎街道
長崎街道は、江戸時代の主要道路で

す。町を南北に縦断しています。明治20
年(1887)～明治22年(1889)に開削され
た旧国道4号（現 国道3号）、旧九州鉄道
（現 JR鹿児島本線）によって失われた
箇所もありますが、今も多くを歩くこと
ができます。

（２）木山口町
木山口町は、筑前原田宿（現 福岡県

筑紫野市原田）と対馬田代宿（現 佐賀
県鳥栖市田代）の間に位置し、正保２
年(1645)に成立した間宿です。

木山口町は、降雨時の増水の際に投
宿する者たちのための間宿として栄え
ました。

（３）若宮八幡神社の創建
承応3年（1654）には、若宮八幡神社

がこの町の鎮守として創建されています。

（４）町場の発展
間宿としても栄えていく中で、飲食も

必需品化し、江戸時代には１軒の酒造
場が操業を始めています。その後大正
年間に創業した酒造場が現在も操業を
続けています。

18世紀中頃には製薬・売薬業の田代
売薬がはじまります。また、物流のため
の卸問屋業も盛んになりました。

（５）歴史的建造物
長崎街道沿いに残された歴史的建造

物は往時の賑わいを今に伝える基山町
におけるまちづくりの財産です。
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３．木山口町に所在する築50年以上の主な建造物
木山口町のかけがえのない歴史的建造物として、若宮八幡神社、松隈酒造場、基山商店、中村家住宅、西

海製薬社屋をご紹介します。

（１）若宮八幡神社
若宮八幡神社は、承応３年(1654)に創建されたものです。御祭神は大

お ほ

鷦
さ ざ き の

鷯尊
みこと

(仁徳天皇)で、天
あ ま

照
てらす

大
おおみかみ

神と素
す さ の お の

戔嗚尊
みこと

が合祀されています。
神社は千塔山丘陵東部にあり、この丘陵と、丘陵に接続する特別史

跡基肄城跡と関連する関屋土塁基部の両方の上に位置しています。
境内には、社殿のほか、西側に観音堂、文化14年（1817）造の石製神

殿の恵比須神社が祀られ、南西側には木山口町の商業発展に尽力した
松隈来造氏の顕彰碑（昭和37年(1962)建造）が建立されています。

毎月、氏子の町民によって当番制で清掃が行われ、清浄さが保たれ
ています。

（２）松隈酒造場
松隈酒造場は、その主屋が明治中期のものです。
主屋は入母屋造りの建物で、その妻側が長崎街道に面しています。
かつて、主屋の背後に蔵がありましたが、今は１棟を残し多くは失わ

れ、主屋が造酒屋の風情を残しています。

（３）基山商店
基山商店は、実松川沿いにあり、築50年以上の建物は、主屋のほか、

精米所、酒造蔵等が残されています。間宿の面影を残す本町唯一の酒
造場として営業を続けています。

（４）中村家住宅
中村家住宅では、商家として大正前期に建てられた主屋が今も残さ

れています。主屋は入母屋造りの建物ですが、松隈酒造場とは異なり、
桁側が長崎街道に面し、長崎街道の町並み景観に変化を与えています。

（５）西海製薬社屋
西海製薬は、大正４年(1915)11月に天本龍之助ほか５名を発起人とし

て西海製剤合資会社として設立されました。長崎街道沿いの木山口町
の北の入り口にほど近い、若宮八幡神社南側に位置しています。

現社屋は、昭和29年(1954)に改築されたものであり、本町における近
代洋風建築として貴重な歴史的建造物です。

松隈酒造場

基山商店主屋

西海製薬社屋

中村家住宅

若宮八幡神社
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４．木山口町で50年以上続く主な活動
木山口町で50年以上続く主な活動として、酒造、製薬・売薬、十日恵比須祭をご紹介します。

（１）間宿の生業・造り酒屋と市
木山口町には、江戸時代の間宿であったことを物語るように、二つの

造り酒屋がありました。現在操業を続けているのは、大正8年(1919)創
業で小森家住宅を主家とする基山商店酒造場です。

かつて、新酒の仕込みの時期がきたことを人々に知らせていた大
お お

樽
た る

の日干し風景はなくなりましたが、新酒が振舞われる蔵開きには多くの
人々が訪れています。代表銘柄は「基

き

峰
ほ う

鶴
つ る

」です。現在も多くの人々に
愛されるこの酒は、町内の神事の多くにお神酒として奉納されています。

（２）製薬・売薬
木山口町は、江戸時代から交通の利便性と対馬藩田代領という知名度を活か

して、製薬と配置売薬業が発達しました。
配置売薬は、田代売薬の流れをくむものです。明治期の記録によると、薬売り

人(以下、「売薬人」)が奈良田や長野、また基
き

山
ざ ん

の麓の丸林・城戸をはじめ町域全
域にいたそうです。その数は限られてきていますが、現在も町域で配置売薬に携
わる方がいます。

（３）若宮八幡神社の十日恵比須祭
若宮八幡神社では、毎年12月初旬に氏子たちによってしめ縄の素であるさしわ

らつくりが進められます。その後、氏子たちによって打たれたしめ縄は、長崎街道
沿いの明和４年（1767）寄進の鳥居、拝殿、そして十日恵比須の主役である恵比須神を祀る石製神殿の前に
掛けられます。

十日恵比須祭は、昭和28年（1953）の基山町商工会資料に記載があることから、少なくともこれ以前より
行われていたようです。神事は午前６時30分に執り行われ、参詣者の迎え入れが午前７時からはじまります。

恵比須祭の特徴として、由来は不明ながら、恵比須さんより小銭程度のお金を借用する行為が行われ、翌
年の１月10日に倍返しを条件に、貸出帳簿に住所、氏名、電話番号、借り入れた金額を記入し借用します。こ
のお金はすぐに使った方がご利益があると言い伝えられています。

資料　売薬人の姿（大正期）

十日恵比須祭時の神殿と大楠 十日恵比須祭の神事の様子

住吉神社に奉納される基峰鶴
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５．木山口町における歴史まちづくり事業（計画）
基山町では、歴史的風致維持向上計画に基づき、歴史まちづくりに関する事業（計画期間：2019年度～

2028年度の10年間）が進められています。以下、木山口町に関わる主な事業をご紹介します。

（１）歴史的な建造物の保存・活用に関する事業

１）歴史的建造物調査事業

下記の歴史的風致形成建造物保存修理事業の実施に先立ち、歴史的風致形成建造物の候補となる建造
物の調査を町が行う事業です。

建造物に残された改修痕跡および関係資料の調査を行うことで、旧状に復する事業目的の質を高めるこ
とができます。また、調査の実施結果は、所有者等の歴史的建造物に対する継承意識の向上に役立てるこ
とも意図しています。

２）歴史的風致形成建造物保存修理事業

基山町の維持向上すべき歴史的風致を構成す
る歴史的建造物を歴史的風致形成建造物に指
定し、保存修理するための費用を町が所有者に
補助する事業です。

後継者不足や修理費用の負担等による歴史的
建造物の滅失、荒廃といった課題を解決し、歴
史的建造物を保護することで重点区域内の歴
史的風致の維持向上に寄与するものです。

4

3-1  基山商店の建物

　宮浦 151 番地の敷地には実
さねまつ

松川と町道に面

して主屋が南面して建ち、他にも昭和 15 年

（1940）建設の木造トラス構造 2階建ての「新

蔵」、木造トラス構造平屋建ての蔵をイベント

開催などの貸し室に改修した明治 36年（1903）

建設の「ギャラリー基
き い

肄」、昭和 35年（1955）

建設の RC 造 2階建ての「仕込み蔵」、昭和 41

年（1966）建設の鉄骨平屋建ての冷蔵倉庫が

ある。仕込み蔵には鉄骨造平屋建ての作業場が

平成 26 年（2014）増築されている。町道を

挟んだ南の敷地 6-1 番地には木造の旧精米所西

棟・東棟、昭和 48年（1973）建設の鉄骨造平

屋建ての南倉庫等が建つ。以上の建設年は名寄

帳兼課税台帳に記載されている建物の構造 ･面

積などから類推したものであるが、台帳に記載

の建物は複数あり、実際の建物と地番や面積な

どが異なり該当する建物がどれなのか判断が付

かないものもある。今後の詳細調査が望まれる。

第 3 章　基山商店の建築群と主屋

3-2　主屋

（1）建設年

　主屋は棟木の墨書と棟札により昭和 14 年

（1939）に棟上げされたことが判明した。建築

主は初代の小森初蔵で、大工棟梁は安永卯三郎、

左官棟梁は長部太造であることが記されてい

る。ただ、棟木の墨書と 2枚の棟札には異なっ

た月日が書かれている。棟木には「奉上棟　昭

和拾四年拾壹月参拾日　小森初蔵」と書かれ、

1枚目の棟札には棟木と同じ年月日が書かれて

いるが、2枚目の棟札には「奉屋根上棟式　昭

和拾四年拾弐月弐十壱日　小森初蔵」と書かれ

ている。上棟が 11 月 30 日で、屋根の瓦葺き

が完成したのが 12 月 21 日のことと考えられ

る。初蔵氏は前述のように昭和 15 年（1940）

5月に亡くなっており、完成後直ぐに亡くなっ

たと言われている。

　1枚目の棟札には大工の名も記されている。

大工棟梁が安永卯三郎、その他に大工が 12 名

図 3-1　基山商店現況配置図
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撮影年は不明だが、  合資会社基山商店に改組した大正 9 年（1920）の記念写真と思われる（基山商店提供）

鉄筋コンクリート造の仕込蔵が完成した昭和 35 年（1960）頃の基山商店全体（基山商店提供）
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精米所として使用されていた時の痕跡は残って

おらず瓶詰め工場としての利用以降しか分から

ない。北西部の床が一段低くなっている作業場

には3個のステンレス水槽や6本のスチーム管、

水道管等の配管設備が残っている。かつて 6個

の水槽に水をはりスチーム管の蒸気で温めて、

清酒の小瓶の燗を付けて、大規模な宴会が行わ

れる公民館等に届けていたという。現在もギャ

ラリー北側の部屋に同じ設備がある。また、こ

の場所で瓶の洗浄を行っていた。この部屋は杉

板竿縁天井となっている。その南隣の部分では

瓶詰めを行っていた。瓶の煮沸消毒を行ってい

た時期もあった。この部分の天井は明らかに後

補の物で合板打ち上げ天井となっている。北東

部は昭和後期に造った休憩室がある。東側には

収納棚があるが、後補の物である。北側出入り

口の上部は 2階へ荷物を揚げるために吹き抜け

となっており木製の滑車が支え木から下がる。

その横から 2階に上る階段がある。南西の「ワ

写真 4-5　旧精米所西棟 1階、左手奥が東棟への出入り口 写真 4-6　旧精米所西棟の作業場

写真 4-7　旧精米所西棟の階段と右手が後補の休憩室 写真 4-8　旧精米所東棟への出入り口に左手にはかつての
　　　　　東棟の吊り戸が残っている

写真 4-10　旧精米所西棟の床下を流れるレンガ造の水路

写真 4-9　かつて酒瓶の燗をつけていたステンレス水槽　
　　　　　と水を暖めるスチーム管

スチーム管

ステンレス水槽

古写真の調査

建物の調査
図面の作成（参考：配置図）

歴史的風致形成建造物（基山商店の主屋）／令和２年10月５日に指定
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（２）歴史的な建造物を取り巻く環境の保全に関する事業

１）長崎街道環境整備事業

長崎街道を顕在化するために景観に配慮した美装化舗装をはじめとした景観整備を町が行う事業です。
現在の長崎街道は、近世の人と物の移動を知る上で重要な役割を担っていたにも関わらず、一般道と変わ

らぬ意匠であることから、基山への登山や原田宿と田代宿の間宿としての木山口町の歴史的風致を損なっ
ています。美装化により顕在化することで、木山口町にみる歴史的風致の維持向上を図るものです。

２）木山口町の町並み保存活用支援事業

木山口町の歴史的環境整備を行う地元協議会への支援
を町が行う事業です。

木山口町のまちづくりを進めるにあたり、関係する人々に
よるまちづくり協議会を立ち上げ、歴史的風致維持向上計
画関係事業を展開するための官民協働の議論を行い、まち
づくりへの参画意識を定着させるとともにまちづくりへの
愛着を醸成することで、木山口町にみる歴史的風致の維持
向上へ寄与するものです。

３）歴史的市街地の修景推進事業

長崎街道が通る歴史的市街地において、歴史的風致を阻害する建築物や工作物の修景を行うための補助
を町が実施するものです。大型看板の設置、歴史的風致に合致しない洋風、現代意匠建造物について、景観
修景を行うことで歴史的風致の周辺環境の改善を図ります。

長崎街道の美装化イメージ

長崎街道の歴史的な佇まいに配慮した
脱色アスファルト舗装

長崎街道の美装化イメージ

長崎街道の歴史的な佇まいに
配慮した脱色アスファルト舗装

若宮八幡宮

現状

現状

木山口町の魅力とは
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・

木山口町の魅力とは
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・

協議会活動のイメージ
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６．木山口町の歴史まちづくり
（１）目指す方向

本協議会では、木山口町を通る長崎街道を地域の誇りと考えています。そして「基山町歴史的風致維持向
上計画」に基づき町が歴まち事業を推進する今を、まちづくりの好機とし、これから以下の２つの方向で長崎
街道をいかす木山口のまちづくりの推進に取り組みます。

目指す方向１：木山口町の歴史的風致を活かした賑わいの創出を目指します

町や商店街・商工会・自治会・小学校・中学校等と協力し、基山商店、若宮八幡神社、その他の歴史的建造
物等を活かし、多くの人々に長崎街道を楽しく歩いてもらえるような取組を考え、その推進に協力します。

目指す方向２：木山口町の歴史的風致の継承を目指します

長崎街道の歴史文化を伝える歴史的建造物の修理や、町並みの連続性を高め、回復させる既存建築物や
新築の修景、生垣等による修景に協力します。また、長崎街道を分かりやすく伝える道路の美装化やサイン
の設置等に協力します。

基山
商店

若宮八幡
神社

JR
鹿
児
島
本
線

長
崎
街
道

基山駅

甘
木
鉄
道

基山モール
商店街

長崎街道を顕在化します

木山口宿の町並み景観を育てます

木山口町の歴史的風致を伝えます

まちづくりの提案　　～前回の協議会を踏まえて～

（２）長崎街道をいかす木山口町のまちづくりの方向

（１）基本的な考え方
　　

木山口町を通る長崎街道は地域の誇りです。

長崎街道が通る木山口町の歴史的風致は地域の誇りです。

案１

案２

イメージ図イメージ図

歴史的建造物の修理

歴史的建造物以外の修景

生垣等による修景
長崎街道の美装化

長崎街道を楽しく歩く取組の推進

サインの設置

町並みと調和した照明の設置

【問い合わせ先】
基山町教育委員会教育学習課内木山口町まちづくり協議会事務局　電話0942-92-2200

目指す方向のイメージ


